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石炭利用および新・省エネルギ ー技術検討

両ワ ー キンググルー プの設立

最近の原油価格の急騰と為替相場の円安傾向か
ら， エ ネルギーの脱石油化が強く叫ばれており，
とくに石油火力への依存度がきわめて高い当社で
は， この対応に真剣に取り組んでいる。 当社技術

研究開発委員会もこのほど第21回委員会(54. 10. 
17) において， 「石炭利用技術検討WG 」と「新
・省 エ ネルギー技術検討WG 」を発足させ現在活
動している。

石炭利用技術検討WG

脱石油対策として原子力とともに本命視される
石炭については， 輸送・貯蔵および灰処理に関す
る対策， ばいじん， NOX · SOX等石油以上の
環境保全対策が必要である。

また， 石炭利用の最近の技術として， 石炭石油
混合燃料いわゆる COM (Coal-Oil-Mixture)

流動層燃焼， ガス化・液化の技術開発の見通しと
位置づけを行ない， 石炭火力推進に伴う技術開発
課題を先見的に把握しようとするものである。

主査を企画部太田次長とし， 以下の課題につい
て， 昭和55年9月を目途に検討を行う。

(1)石炭利用形態（微粉炭焚き， COM, 流動層

技術研究開発委員会

燃焼， ガス化・液化）の位置づけ
(2)徴粉炭焚き火力の設備・環境保全の検討
(3)C OM焚き火力の設備・環境保全の検討
(4)流動層燃焼火力の設備・環境保全の検討
(5)石炭ガス化・液化の技術開発見通し
(6)問題点，研究開発課題の集約

2 新省エネルギー技術検討WG

新省 エ ネルギー技術については， これまで個別
的には基礎調査・研究を進めてきたが， これらを
トークルジステム的観点から， 総合的に見直し実

用化をはかるため， フィジビリティスクディ， 設
備・環境の検討を行うものである。

主査を総合技研加藤次長とし， 以下の部会を設
げて， 昭和55年9月を目途に検討を行う。

(1)地熱発電
(2)燃料電池発電
(3)風力発電
(4)バイオマス

(5)太陽 エ ネルギー
(6)電力設備廃熱利用
(7)LNG, 火力廃熱ガス及び温排水利用
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